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著者ら [1]は、応答問題の質問文を q = (q1; q2;    ; qn)、応答









P (qj jri) (1)
2.2 精度と問題点
質問文 1文に対して 3つの応答文の選択肢がある 1038例につ
いて、47個の特徴を用いて応答文の選択実験を行った結果、最



































先行研究と同じデータである、質問文 1 文に対して 3 つの応
答文の選択肢がある 1038例について、基礎単語以外の単語を単
語間類似度 (閾値 DOS = 1d+1 )を用いて基礎単語へ変換し、基
礎単語を特徴として応答文の選択実験を行った。閾値 DOS は
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